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出典：増井ほか（2022）「IPCC第6次評価報告書について」（令和４年度第１回兵庫県・市町地球温暖化対策連絡会発表資料）

気候変動について分かってきたこと

 気候は地球上の様々な要因だけではなく、太陽の活動や宇宙線によっても影響を受ける複雑なシ

ステム。気候が変動しているのかどうか、変動している場合に何が原因なのか、はいずれも難問。

 これらの問への答えを含め、気候変動に関する政策に科学的な基礎を与えるために、1988年に科

学的知見気候に関する政府間パネル（IPCC） が設立された。

 IPCCでは世界中の科学者の協力の下、

科学誌に掲載された論文等に基づい

て気候変動に関する最新の科学的知

見の評価を提供。数年に一度の頻度

で評価報告書を作成。
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第1次評価報告書

第2次評価報告書

第3次評価報告書

第4次評価報告書
(AR4)

出典：増井ほか（2022）「IPCC第6次評価報告書について」（令和４年度第１回兵庫県・市町地球温暖化対策連絡会発表資料）

IPCCによる知見：人為起源の気候変動影響に関する評価の変遷



IPCCによる知見： 累積GHG排出量がカギ

4出典：IPCC（2021）AR6 Summary for Policy Makers （SPM）

1850年以降の累積CO2排
出量と、地球全体の平均
気温上昇には強い相関が
見られる。

累積GHG排出量
（GtCO2）

全球平均
気温変化

今ココ

1.5℃目標
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産業革命前より
1.5℃上昇した場合

産業革命前より
２℃上昇した場合

10年に一度の極端な高温が、
19世紀後半と比較して約2.8倍の頻度に

高気温 10年に一度の極端な高温が、
19世紀後半と比較して約5.6倍の頻度に

10年に一度の大雨が、
19世紀後半と比較して約1.3倍の頻度に

豪雨
10年に一度の大雨が、

19世紀後半と比較して約1.7倍の頻度に

10年に一度の干ばつが、
19世紀後半と比較して約1.7倍の頻度に
農作物の育ちが悪くなり、3200万人から

3600万人が食料不足に

干ばつ

10年に一度の干ばつが、19世紀後半と比
較して約2.4倍の頻度に

農作物の育ちがとても悪くなり、3億3000
万人から3億9600万人が食料不足に

26～77センチ上昇する 海面水位
90センチ以上上昇する
数百～数千年にわたり水位が上がり続ける

出典：IGES「IPCC1.5℃特別報告書ハンドブック」
IPCC第６次報告書第一作業部会報告

気候変動が進むと…
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気候変動の日本での影響

6

日本での影響

気象パ
ターン

 真夏日・猛暑日の日数が増加
 1日100㎜以上の強い雨の日が増加
 1日1㎜以上の降雨日数は減少
 積雪パターンの変化

農林水産
業

 コメの収量・品質低下
 栽培適地の変化（野菜、果物など）
 旬の魚の変化

自然災害  土砂災害激甚化
 台風被害激甚化

健康影響  熱中症増加

100㎜以上降雨日数 1㎜以上降雨日数

熱中症死亡数

出典：気象庁「気候変動監視レポート2022」

真夏日・猛暑日の日数

出典：厚生労働省統計情報部資料

出典：環境省ほか「気候変動の観測・予測及び影響評価統合レポート2018
～日本の気候変動とその影響～」
https://www.env.go.jp/earth/tekiou/pamph2018_full.pdf



アジアにおける気候変動影響：IPCC第6次評価報告書より

 全アジア地域で20世紀以降地表の大気温度が上昇している。

 気温上昇により、アジア全域における熱波の脅威、西・中央・

南アジアの乾燥・半乾燥地域における干ばつ、南・東南・東ア

ジアのモンスーン地域における洪水、ヒンズークシ・ヒマラヤ地

域における氷河融解の可能性が高まる。

（確信度が中程度）

気候全般への影響

出典：IPCC第６次報告書第2作業部会報告（特に記述がない項目は確信度が高い項目）



アジアにおける気候変動影響：IPCC第6次評価報告書より

 アジア諸国では、夏の気候がより暑くなり、人口増加とと

もに冷房のためのエネルギー需要が急速に増加している。

 降水量の減少は、エネルギー需要に影響を与えている

だけでなく、海水の淡水化、地下水汲み上げなどのエネ

ルギー多消費型の給水方法を増やしている。

 アジアでエネルギー消費の多い13の途上国のうち、11か

国が高いエネルギー不安と産業システムリスクに曝され

ている。

エネルギーシステムへの影響

出典：IPCC第６次報告書第2作業部会報告（特に記述がない項目は確信度が高い項目）



アジアにおける気候変動影響：IPCC第6次評価報告書より

 21世紀半ばまでに、アムダリヤ川、インダス川、ガンジス川

などの国際的な越境河川流域は、気候の変動及び変化

がストレスの乗数として作用し、深刻な水不足の課題に直

面する可能性がある。

 地球温暖化により、アジア諸国は今世紀末までに干ばつ

状態の増加（5～20％）を経験する可能性がある。

 アジアでは氷河の減少により、水供給が不安定化する。

水供給システムへの影響

出典：IPCC第６次報告書第2作業部会報告（特に記述がない項目は確信度が高い項目）



アジアにおける気候変動影響：IPCC第6次評価報告書より

 アジアの一部の地域で、気候変動と関連した、動物または

植物の生物多様性または生息地の喪失が観察されている。

 将来の気候変動は、多くの地域で生物多様性と生息地の

喪失を引き起こしうる。また、将来の気候変動は、特定の

保護植物の適切な生息地を減少させうる。

 サンゴ礁、干潟、海草藻場、プランクトン群集などの海洋・

沿岸生態系が不可逆的に失われるリスクは、地球温暖化

に伴い、特に2℃以上の気温上昇で高まる。

生態系への影響

出典：IPCC第６次報告書第2作業部会報告（特に記述がない項目は確信度が高い項目）



アジアにおける気候変動影響：IPCC第6次評価報告書より

 洪水及び干ばつの増加が、熱ストレスとともに、食料

の入手可能性と価格に悪影響を及ぼし、南・東南

アジアにおいて栄養不足が増加する。

 食料に関する主なリスクは、漁獲減、養殖や収穫の

減少（特に南アジア、東南アジア）、モンゴルの畜産

減少、これらによる全般的な食料問題の深刻化で

ある。 （確信度が中程度）

食料安全保障への影響

出典：IPCC第６次報告書第2作業部会報告（特に記述がない項目は確信度が高い項目）

収穫量減少（％）

出典：FAO Poverty Mapping Project



アジアにおける気候変動影響：IPCC第6次評価報告書より

 気候変動は、熱波、洪水及び干ばつ、並びに大気汚染物質などのハザードを増加させ、曝露や脆弱

性と組み合わさることで、媒介性疾患や水媒介性疾患、栄養不足、精神疾患、アレルギー関連疾患

を増加させている。

 全死因死亡率に加えて、循環器系、呼吸器系、糖尿病系、感染症系、乳幼児の死亡率は、高い気

温によって上昇する。

健康への影響

出典：IPCC第６次報告書第2作業部会報告（特に記述がない項目は確信度が高い項目）

超過死亡率（％）

暑熱 寒冷



アジアにおける気候変動影響：IPCC第6次評価報告書より

 気候の変動及び極端事象の増加が既に移住

の原動力となっており、より長期的な気候変動

がアジア全域で移住の流れを増加させる。

（中程度の合意）

 より高い温暖化とそれに伴う慢性的な事象（干

ばつや海面上昇など）と急性的な事象（サイク

ロンや洪水など）の頻度及び強度の変化が、将

来的に非自発的な移住を増加させる。

（中程度の合意）

移住への影響

出典：IPCC第６次報告書第2作業部会報告

出典：朝日新聞社、2017年9月



参考：
アジアにおける
気候変動影響の
まとめ

出典：IPCC第６次報告書
第2作業部会報告



アジアにおける気候変動の課題
 気候変動はすでに直面している課題・危機を顕在化させる。アジアが直面する大きな問題には以下が

挙げられる。

 極度の貧困（特に南アジア）

 富の極端な偏在や都市部と農村部の経済格差（インド、中国など）

 急速な経済成長と人口増に伴うエネルギー不安、水需給逼迫、食糧需要増

 急速な工業化に伴う環境破壊

 急速な都市化とスラムの拡大

 洪水、台風、地震などの自然災害の多発地域

 IPCC第6次評価報告書は、これらすべての課題が気候変動により深刻化する懸念があることを示唆。

 気候変動問題に対して、パリ協定のもとですべての国が取り組むことに合意している。気候変動により

既存の危機がより深刻化することは大変な脅威であるが、具体的な取り組みを進めるチャンスとも考え

られる。特に国際連携による取り組みを進めるうえで、パリ協定の枠組みを最大限活用することが重要。



ご清聴ありがとうございました。


